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平成 30年度地域移行支援 報告

○今年度の取組

１．病院訪問

・保健所，芦屋市，基幹相談にて，平成 30年 8月に昨年度訪問歴のない近隣病院へ訪問し，
病院の地域移行状況の確認と入院患者 4人と面会を行った。
・その 4人の内 1人が地域移行事業の利用につながった。
・昨年度訪問した病院には，定期的に面会患者の状況確認と新たに対象者がいないかの確

認を行っている。

２．地域移行支援事業（個別給付支援）

・昨年度は 1病院 2件の支援（契約前支援 1件含む）だったが，今年度は 4病院 6件の支
援を実施。

○今年度の支援ケース

契約状況 性別 入院期間 初回相談 支援内容

契約済 女性 5年 9ヶ月 平成 29年 7月 退院後の日中の居場所の見学，体

験を実施中。

契約済 男性 3年 8ヶ月 平成 29年 7月 グループホームへ退院。

契約済 男性 2年 2ヶ月 平成 29年 10月 グループホームへ退院。

契約済 男性 1年 5ヶ月 平成 30年 7月 退院後の日中の居場所の見学，体

験を実施中。

契約済 男性 2年 11ヵ月 平成 30年 10月 数回の面会後，2月に契約。アセ
スメント実施中。

契約済 女性 3年 6ヶ月 平成 31年 2月 数回の面会後，3月に契約。

平成 31年 2月末現在
○支援を通じて感じたこと

・地域移行支援を続けていく中で，次第に会話がスムーズになっていき，また発言も前向

きになり，表情も豊かになっていっている。

・入院中はベッド上で臥床していることが多かった人が，地域移行支援で地域のグループ

ホームや通所事業所に体験をしていく中で，積極的に動かれるようになった。また，退

院後，通所事業所で周りからも慕われており，移動支援を使って趣味活動に出掛けるよ

うになっている。
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３．家族会へ事業説明

・10月 18日，芦屋家族会の定例会にて地域移行事業の説明会を実施。

４．参加会議

○平成 30年度 阪神南圏域地域移行・地域定着支援事業推進会議
日時 場所 内容

第 1回 平成 30年
9月 19日

西宮市保健所 ・各市における課題と平成 30年度重点の取組
・精神科病院における退院促進の院内の体制と

課題等について

第 2回 平成 31年
3月 13日

芦屋市民セン

ター

・講演

「阪神地域における精神障害者地域移行・地域

定着支援のさらなる発展を目指して ～精神科

病院・相談支援事業所・行政の役割と連携強化

について～」

○平成 30年度芦屋管内精神障がい者地域移行推進連絡会議 実務者会議
日時 場所 内容

第 1回 平成 30年
6月 7日

芦屋市保健福

祉センター

・昨年度の支援の振り返り

・病院訪問のあり方について

第 2回 平成 30年
9月 6日

芦屋市保健福

祉センター

・病院訪問の振り返り

・今後の支援のあり方について

第 3回 平成 31年
3月 7日

芦屋市保健福

祉センター

・支援ケースの進捗確認

・今年度の振り返り


